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女子日本代表世界選手権出場切符獲得

[編集部］

９月１７日からインドのチェンナイで開催された、第２３回ＦＩＢＡアジア女子選手権大会

において中川ヘッドコーチ率いる女子日本代表チームが３位となり、念願の世界選手権大会に

出場することとなった。

この大会は当初６月にチャイニーズ・タイペイで開催予定だったが、同国が急に開催を返上

したため、今回インド・チェンナイでの開催となったが、ご承知の通り開催地の環境は決して

良いとは言えず、選手団は大変な努力の末に３位を勝ち取った。

この結果女子日本代表は、２０１０年９月から１０月にかけてチェコで開催される第１６回

女子世界選手権大会に８年ぶりに出場することになり、日本バスケット界にとって久しぶりの

朗報となった。

女子日本代表チーム

主なスタッフ

役職

チームマネージャー

ヘッドコーチ

アシスタントコーチ

アシスタントコーチ

総括

NbL 氏名

４ 小磯典子

５ 矢代直美

６ 小畑亜章子

７ 三谷藍

８ 渡辺由夏

９ 樫田佳恵

1０ 高橋礼華

1１ 山田久美子

1２ 吉田亜沙美

1３ 大神雄子

1４ 高田真希

1５ 内海亮子

平均

氏名

佐室有志

中川文一

後藤敏博

加藤雅規

吉田良子

Ｐ 身長

Ｃ １８３

Ｃ １８２

ＰＧ １６５

ＰＦ １８２

ＰＦ １８０

ＳＧ １７０

ＳＦ １７７

Ｃ １９２

ＰＧ １６５

ＰＧ １７０

ＰＦ １８３

ＳＧ １７５

１７７

所属

日本協会会長代行

日本協会

トヨタ自動車アンテロープス

アイシン・エイ・ダブリュ

女子日本リーグ機構

体重 年齢 所属

７８ ３５ アイシン・エイ・ダブリュ

７０ ３１ 日本航空

５６ ２７ デンソー

６８ ３１ 富士通

７０ ２８ シャンソン化粧品

６３ ２５ トヨタ自動車

６５ ２１ 日本航空

１１６ ３０ ＪＯＭＯ

６４ ２１ ＪＯＭＯ

６３ ２６ ＪＯＭＯ

７４ ２０ デンソー

６８ ２３ ＪＯＭＯ

７１ 26.5

３



試合結果

予選ラウンド

予選ラウンドはレベルＩに属する６チーム総当たり

ドヘ進出する。

９月１７日

リーグ戦で上位４チームが決勝ラウン

１ ２ ３ ４ 計

日本○ 1８ 1９ 1９ 1７ 7３

ﾁｬｲﾆー ｽ゙ ･ﾀｲﾍ゚ｲ● 1７ 2０ 1５ 1３ 6５

９月１８日

１ ２ ３ ４ 計

日本● 1３ 1９ 1４ 1２ 5８

中国○ 1４ 1９ 2３ 1９ 7５

９月１９日

１ ２ ３ ４ 計

日本○ 2３ 2０ 2６ 2５ 9４

タイ● ９ 1４ 1８ 1９ 6０

９月２１日

１ ２ ３ ４ 計

日本● 2３ 1９ ８ 1８ 6８

韓国○ 1４ ２１ 2６ 2１ 8２

９月２２日

１ ２ ３ ４ 計

日本○ 2１ 3４ 2９ 2４ 108

インド● 2０ 1１ 1３ 1４ 5８

以上の結果、日本は予選ラウンド３位となって決勝ラウンドへ進出した。

決勝ラウンド

決勝ラウンドは、中国、

Iま中国対チャイニーズ。

９月２３日

韓国、日本、チャイニーズ・タイペイの予選順位により、

タイペイ、韓国対日本の対戦で行われた。

１ ２ ３ ４ 計

日本● ５ 1５ 2０ 1７ 5７

韓国○ 3０ 1８ 3０ 2３ 1０１

４

準決勝



日本は決勝進出をかけて前回大会優勝の韓国と対戦、日本は#７三谷が試合開始直前に発熱

するアクシデントに見舞われ、４戦連続で１０名による戦いとなった。試合開始から韓国に圧

倒された日本は精彩を欠いた。韓国は日本のディフェンスを多彩なスクリーンやドライブで振

り切り、ノーマークから確実にシュートを決めて大差で勝利した。

第１ピリオド

日本は立ち上がりから韓国の多彩なフォーメーションオフェンスを止めることができず､立

て続けに相手に得点を許す。日本はオフェンスでも精度を欠き、中盤まで#９樫田のフリース

ローと#４小磯のフックシュートの３得点しか決められない。韓国がその後も確実に加点する

のに対して、日本はシュートを打てども決められず、韓国に１４連続得点されてしまう。結局

日本はこのピリオドを５得点に抑えられ、韓国の大量リードで終わる。

第２ピリオド

日本は#11山田がゴール下で頑張ってバスケットカウントを得るがフリースローが入らない。

韓国はその後交替した選手が確実にシュートを決め、点差はさらに広がる。終盤この試合で唯

一決まった#１２吉田の３Ｐシュート、＃４小磯のフックシュートで連続得点するが差は縮まら

ず、前半を２０－４８で終わる。

第３ピリオド

悪い流れを変えたい日本はディフェンスの動きを高めて流れに乗ろうとし、オフェンスで

も積極的にシュートを打って上昇の兆しをつかむが、韓国の正確なプレーは健在で、得点が止

まることはない。日本は激しいディフェンスで頑張るが韓国にパスでふられ、ノーマークシュ

ートを確実に決められる。終盤#１１山田や#１４高田がインサイドで頑張って対抗するが点差は

縮まらず、４０－７８とさらに点差が開いた。

第４ピリオド

韓国オフェンスの正確さは変わらず次々と３Ｐを決められる。日本は#１０高橋が積極的に攻

めて加点するが、韓国に連続得点を許し４７－９３の４６点差になってしまう。終盤#５矢代

がフリースローやリバウンドシュートで連続７得点をあげて差を詰めるものの大勢は変わら

ず、日本は５７－１０１と大敗を喫した。

三位決定戦

９月２４日

日本○

ﾁｬｲﾆー ｽ゙ ･ﾀｲﾍ゚ｲ●

１ ２

1８ ２１

1１ ８

３ ４ 計

1２ 2１ 7２

1８ 2０ 5７

世界選手権大会の出場切符をかけた３位決定戦、日本は序盤から激しいディフェンスとリ

バウンドをしっかりと取る理想の形でリードを広げる。後半、一時、攻めのリズムを崩すが、

#4小磯、＃7三谷らの得点で逃げ切り、一度もリードを許すことなく快勝した。

第１ピリオド

やや硬い立ち上がりとなったが、日本は#４小磯がオフェンスリバウンドから次々と得点し

５



リードする。チャイニーズ・タイペイもインサイドから得点して対･抗するが、日本の激しいデ

ィフェンスの前にリズムに乗れない。日本は終盤#１２吉田、＃７三谷が連続３Ｐシュートや速

攻で得点し、１８－１１で終わる。

第２ピリオド

開始早々、＃１３大神から#５矢代へ絶妙なアシストが決まり盛り上がる。その後も激しいデ

ィフェンスからスティールを連発して速攻を決め、相手の得点を封じたまま１０連続得点で２

８－１１とリードする。しかし日本がディフェンスをゾーンに変えると、空いたスペースから

ミドルシュートを続けて決められ、今度はタイペイが８連続得点する。

しかし日本は終盤に再びスパーク、ドライブからインサイドへのパスが次々と決まって相手

を突き放し、３９－１９で前半を終える。

第３ピリオド

日本はシュートの精度が落ち得点が止まる。対するタイペイはインサイドやミドルで得点し、

一時は１４点差まで差が詰まる。日本は我慢の時間帯となるが#４小磯が踏ん張って得点差を

保ち続ける。日本はそれ以上点差を詰めさせず５１－３１で最終ピリオドへ。

第４ピリオド

日本は序盤攻めのリズムを崩して苦しい時間帯を迎えるが、デイフェンスを頑張って凌ぐ。

タイペイは何とか１桁まで点差を詰めようとするが､その後#7三谷の連続得点でこれを阻止。

終了間際に#１３大神のジャンプシュートと#７三谷のダメ押し３Ｐシュートで勝利を決定的に

し、７２－５７で第３位の座を手中にした。

大会結果

決勝戦は中国と韓国の間で争われ会場は超満員になったが、結局中国が着実に得点を重ね

て、９１－７１の２０点差で韓国を下して優勝した。
可Ｆ

塾。

蕊電鐘纏

大会後に行われた表彰式で個人賞の部において、大変なこ

とがあった。リバウンド王に輝いたのは、なんと身長１６５

ｃｍの日本チーム#１２吉田亜沙美選手だったのである。ポイ

ントガードでありながら、大きい選手に対抗してボールへの

執着心を持ち、毎試合相当数のリバウンドを取りに行った結

果のタイトルは、まさしく称賛に値し、すばしこい日本バス

ケットボールの特技を象徴しているようだ。

個人表彰を受ける吉田選手

現地チェンナイにて

日本チームはＷＪＢＬ開幕（９／２６）の日程もあって、大会終了後足早に会場を後にして

空港へ向かった。２３時のフライトを前にして夕食をとるために空港近くのホテルへ行ったと

３



ころ、そこには今大会で大変お世話になった現地日本人会の皆さんが手配してくれた夕食会場

があった。

ホテルでは大勢の日本人会の方が家族総出で選手団を出迎え､拍手とエールと選手名が記さ

れた手作りののぼりで選手たちを慰労した。

選手全員が整列の上、中川ヘッドコーチから勝利の報告があり、皆川総領事の音頭による乾

杯のあと祝勝会が始まった。おいしい食事と、日本人会の方々から労をねぎらう温かい言葉を

いただいて選手団は感動。さらに空港へは、日本人会の方々が自家用車で日本チーム全員を送

り届けるといった徹底ぶり。日本チームは、大会中ずっと応援していただき、さまざまな形で

支えてくれた皆さんに感謝して別れを惜しんだ。

日本チームは、インド・チェンマイという不'慣れな土地での大会に、至る所で混乱させられ

た。環境的に言えばどのチームも同じ条件で戦うのだが、日本選手は体調不良を連発したり、

日本人のもろさを露呈したりと日本国内との格差が大きく影響したようだ。そんな中でも、日

本チームの大きな支えになったのが現地日本人会の方々の支援だった。日の丸を掲げ選手の名

を叫び､絶えない日本コールで選手に応援のメッセージを直接送るといったことが毎試合続い

た。その応援が限りなく選手の力となったことは間違いない。

日本でも多くの人がテレビで応援したと思うが、久しぶりの世界選手権大会出場という快挙

に対して､女子日本代表チームの活躍に感謝するとともにバスケットファンともども喜びたい

ものである。

中川ヘッドコーチのコメント

錐
帰ろう」

今回は次々と選手の体調が悪くなり、本当に苦しんだ中で最後はよく頑張

ってくれました。この選手達は必ずやってくれると信じていましたが、最後

にその意地が出たのではないでしょうか。好余曲折がありましたが、３位決

定戦で勝つことができたことで、日本のバスケットの灯りが消えなかったこ

とは本当によかったと思います。もし負けていたら日本のバスケットの将来

はないという心境でした。選手達には試合前に「日本に良いお土産を持って

｜手達はそれにしっかりと応えてくれました｡本当によくやってくれました。と伝え､選手達はそれにしっかり

矢代直美主将

とにかく嬉しいです｡勝って安心しました｡ある程度予想はしていましたが、

こんなにも次々とコンディションを崩すとは思っていませんでした｡韓国との

敗戦を受けて、このままじやいけないと選手同士でミーティングをして士気を

高め、良い勝利ができて本当に嬉しいです。

現地チェンナイの日本人会の方々にも本当に良く支えていただき、元気をも

らいました。世界選手権への切符を取り、世界へ挑戦できる権利を得ましたの

ケットがどう戦えるのかチャレンジしたいです。

以上

で、日本のバスケッ

７



男子日本代表アジア選手権惨敗

[編集部］

去る８月６日から８月１６日まで中国・天津市で開催された第２５回アジア男子選手権大会

で、男子日本代表は参加１６チーム中過去最低の１０位に終わった。

日本は４チームづつ４グループに分かれた予選ラウンドでグループＡに入り、韓国、フィリ

ピン、スリランカと対戦したが、スリランカからの１勝にとどまり、予選ラウンドのグループ

３位で１２チームで戦うベスト８決定戦へ進んだ。ベスト８決定戦ではクウェートに勝っただ

けで、後は敗退し４チームで戦う９位～１２位決定戦へ回った。

９位～１２位決定戦では、アラブ首長国連邦に勝ったものの、カザフスタンに敗れて、結局

最終成績は過去最低となる１０位に終わった。

アジアのバスケットは過去と比べて勢力分布が相当変わってきていて、特に西アジア地区を

始めとしてレベルが高くなっており、日本は根本的に鍛え直さない限り世界はもとよりアジア

でも勝ち目はなさそうだ。

また日本代表チームはアジア選手権直前になって､それまで指揮を取っていたアメリカの"デ

ィビッドＡ・ホップス”ヘッドコーチが体調不良でコーチングを続けられなくなり、急速倉石

男子強化部長（協会理事）が指揮をとらざるを得ないというアクシデントにも見舞われ、コン
ディション的にもベストとはいえない体制であった。

男子日本代表チーム

主なスタッフ

役職 氏名 所属

団長 諸山文彦 日本協会

ヘッドコーチ 倉石平 日本協会

アシスタントコーチ 後藤正規 日本協会

アシスタントコーチ 清永貴彦 レラカムイ北海道

総括 川島健太 ＪＢＬ

NbL 氏名 Ｐ 身長 体重 年齢 所属

４ 岡田優介 ＳＧ １８５ ７８ ２４ トヨタ自動車アルバルク

５ 山田大治 ＰＦ ２００ １０５ ２８ レラカムイ北海道

６ 桜井良太 Ｇ １９４ ７５ ２６ レラカムイ北海道

７ 五十嵐圭 Ｇ １８０ ６８ ２９ トヨタ自動車アルバルク

８ 柏木真介 Ｇ １８３ ８０ ２７ アイシンシーホース

９ 折茂武彦 ＳＧ １９０ ７７ ３９ レラカムイ北海道

1０ 竹内公輔 ＰＦ ２０５ ９８ ２４ アイシンシーホース

1１ 網野友雄 ＳＦ １９６ ８７ ２８ アイシンシーホース

1２ 竹田謙 ＳＦ １８８ ８０ ３０ リンク栃木ブレックス

1３ 正中岳城 Ｇ １８０ ７８ ２４ トヨタ自動車アルバルク

1４ 伊藤俊亮 Ｃ ２０４ １１０ ３０ リンク栃木ブレックス

1５ 竹内譲次 ＳＦ ２０５ ９８ ２４ 日立サンロッカーズ

平均 １９３ ８６ ２８



予選ラウンド成績

８月６日

日本●

韓国○

８月７日

字＝云一Ｌ

日本●

フィリピン○

８月８日

字＝云一皇

日本○

スリランカ●

ペスト８決定戦

８月１０日
弓享＝天一ロ

日本●

イラン○

８月１１日

チーＺｒ－ヱ

日本○

クウェート●

８月１２日

字＝云一Ｌ

日本●

ﾁｬｲﾆー ｽ゙･ﾀｲﾍ゚ｲ○

１ ２

1２ 1９

2７ 2３

１ ２

2２ 1９

1７ 1８

１ ２

3６ 3６

1１ 1０

１ ２

1４ 1８

2９ 2５

１ ２

1７ 2５

０ 1７

１ ２

2２ 2１

2９ 2０

３ ４ 計

1２ 3１ 7４

2８ 1７ 9５

３ ４ 計
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ベスト８決定戦では予選ラウンドで対戦したチーム同士の場合、予選ラウンドの成績をその

まま適用して勝敗数を決めるため、日本は３試合のみとなった。この結果ベスト８には進出で

きず、９位～１２位決定戦へ回ることになった。

9位～１２位決定戦

８月１４日
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日本○
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８月１６日に行われた決勝戦と３位決定戦などにより、男子アジア選手権大会の順位は次の
ようになった。

優勝イラン

準優勝中国

第３位ヨルダン

第４位レバノン

第５位チャイニーズ・タイペイ

第６位カタール

第７位韓国

第８位フィリピン

第９位カザフスタン

第１０位日本

第１１位クウェート

第１２位アラブ首長国連邦

第１３位インド

第１４位ウズベキスタン

第１５位インドネシア

第１６位スリランカ

大会終了後倉石ヘッドコーチは、成績不振の責任を取る形で男子強化部長を辞任する旨の辞
表を日本協会へ提出し受理された。

日本はアジアにおける男子バスケットの勢力図が、これまでと大きく変わってきている情勢
をふまえて今後に対応する必要があろう。アジアにおいて、トップを誇っていた中国が決勝戦
でイランに敗れ、西アジアや湾岸諸国の台頭が目立った大会となったが、上位に入ったチーム
はそれなりに強化を図ってきたという情報も入ってきている。
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秋の講演会。交流会を開催

これからの日本バスケットの強化について

[編集部Ｉ

毎年’恒例となった秋季講演会は、１１月６日五反田「ゆうぼうと」において、日本協会理事

で強化本部長を務める諸山文彦氏を講師にお招きして開催した。

講演会冒頭、愛知会長から次のような挨拶があった。

「振興会は、その名前の通り日本のバスケットボールを振興発展させ

るべく活動してまいりました。２年前にそれまでの親睦団体からＮＰＯ

法人となり、活動内容も社会的に貢献するといった活動へと変化してき

ております。バスケットボールの振興ということは、言葉を変えれば日

本においてマイナースポーツからメジャースポーツに変えることによ

って図られるものと思っています｡バスケットボールをメジャーにする

ためには、世界において日本が勝つということが必須であり、それには

日本バスケットボールの強化が最大の課題であります。

その意味で本日の講演会は誠に意義のある会と思っておりますが､本日は時間の関係で質疑応

答が出来ないかもしれませんので、日本の強化について改めて振興会としても検討し、何らか

の形で提言をしていくことも必要ではないかと考えます。日本協会諸山理事におかれましては、

強化本部長として大変ご苦労をされていることに対しまして大いなる敬意を表します｡」

｡●｡●■●、■｡●■●●a●■●｡｡｡●■●｡■●■●●伊□●ｐ、●■■■■画ｐ

去る８月、中国において開催された男子アジア選手権大会で１０位という歴史的敗退をした

男子日本代表だったが、女子についてはアジアで３位を勝ち取って、世界選手権大会の切符を

獲得している。今後日本代表チームを強化し国際的に対抗していくにはどうすればよいのかに

ついてお話いただいた。

害冒蕊謹

Ｉ
画

、

hqI

＝

諸山文彦氏

三重県出身６６歳、桑名高校から日本大学へ。大学時代から日本代表と

して活躍、ブラジルで開催された世界選手権や東京オリンピックに出場。

日本人選手でダンクシュートを最初に成功させた選手。

日本大学卒業後日本鋼管（現ＪＦＥ）へ入社、日本リーグで活躍。

現役引退後は指導者として日本鋼管のコーチ、監督を歴任、平成２０年

から日本協会理事（強化本部長)、振興会会員でもある。

講演概要

今年８月に中国で開催された男子アジア選手権大会では､過去最低となる１０位という成績

になった結果について、協会強化本部長として大変申し訳なく思っております。

1１
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男子についてはアジアにおける勢力図が変わってきて､最近では西アジアや湾岸の諸国が台

頭してきております。

別表は過去２０年間における世界の成績とアジアにおける日本の現状を表したもので､男子

についていえば日本が世界的に通用していないことがわかります。かつて王者であったアメリ

カに対抗して、スペイン、アルゼンチン、リトアニア、ギリシャなどが上位にきています。こ

れら上位を占める常連国は､過去何十年間にもおよぶジュニアからの強化計画が実ったものと

いえましょう。この中で日本はというと１９９８年のアテネ世界選手権で１４位に入っている

だけで、それ以外では２００６年に日本で開催した世界選手権に出場していますが予選で敗退

しています。

一方、アジアにおけるランキングと日本がどのような位置にいるのかを分析してみますと、

１９９７年までと１９９９年以後では大きく変わっています。１９９７年までは２位から４位

ぐらいにおりましたが、１９９９年以降は５～８位となり２００９年には１０位という結果に

なりました。最近、アジアで強豪だった中国がイランに敗れましたが、東アジアの中国と韓国

はトップグループに位置しています。同じ東アジアの国として日本も何とかしなければならず、

強化についてのご意見も是非承りたいと思っております。トップグループをしめる西アジア諸

国の進出はジュニアからの強化やコーチングスタッフの強化が実った結果ではないかと分析

しています。

|園三三三二三三三三
図１：過去20年間の世界大会願位（男子】図１：過去20年間の世界大会願位（男子】

剛日ソビエト 悪日本【』予心【リーグﾛ逆１

図２：過去20年間のアジア選手権大会（世界大会予選）順位（男子/上位８チーム）
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次にカテゴリー的に主要国際大会に対応していく構図について申し上げます。２０１０年に

世界選手権大会が開催され、２年後の２０１２年にロンドンオリンピックがあり、それぞれの

大会の１年前にアジアにおける予選大会があります｡その後も世界選手権とオリンピックが２

年毎にあり、そのアジア予選が１年前に開催されることを考えますと、重要な国際大会が毎年

のように繰り返される予定となります。

これら重要な国際大会でよい成績を残すためには、ひとつはＵ－１６を始めとしＵ－１８、

Ｕ－１９といったジュニアからの選手養成がキーポイントとなります。

カテゴリー的には､男女とも世界選手権とオリンピックが交互に２年おきに開催されること

をふまえて将来をみますと、２０１６年のリオデジャネイロ・オリンピックでは現在１６歳の

選手が２３歳になっている計算ですので､強化についてはＵ－１６のジュニアから一貫して強

化育成に力を注いでいかなければなりません。

日本協会では２００２年に「ＪＡＢＢＡ変革２１」と称した強化の中長期計画（２００２年

サンパウロ
けラジ卿

槻旧ソビエト

図３：この２０年間での世界大会の順位（女子）
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アテネ
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女子については世界における位置づけとして、日本がほぼ７位から１３位になっていて、今

後の目標としては世界の強豪国にどう立ち向かうのかがポイントとなり、世界において６位以

内入賞に向けて更なる強化を進めます。

アジアにおいては２位または３位を確保しており、来年開催される世界選手権にも出場いた

します。これらは女子の指導者が大変な努力をされていることが実っているものと思います。
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図４：過去20年間のアジア選手梅大会（世界大会予選）順位（女子／上位６チーム）
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１２月発行プラザ１９号で紹介）を策定しましたが、現在計画通りには進んでおりません。す

なわち２００４年のアテネ・オリンピック出場をはじめとして、２００８年の北京オリンピッ

クに出場し、２０１０年以降オリンピックと世界選手権には常時出場する計画でした。

結果的にアテネ・オリンピックに女子のみが出場しましたが、北京オリンピックには男女と

も出場できませんでした。

この計画は「日本代表チームの強化」を柱にして、「底辺の拡充と選手の育成・強化」と「指
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導者の育成」が大事であるという、いわば三

位一体で２０年構想の実現へ向けて策定され

ました。その骨格については素晴らしいもの

であり現在でも生きていると思います。しか

しながら計画通りに進んでいない現状から、

現在強化部において２０年構想の実現に向け

た検証を行うとともに、計画の第２ステージ

を作成していかなければならないと思ってお

ります。

次に昨年から今年にかけて開催された国際

大会の結果について触れてみますと、Ｕ－１，大会の結果について触れてみますと、Ｕ－１８のアジア選手権で男子は４位でしたが中国や韓

国には勝っています。女子は優勝して今年開催されたＵ－１９の女子世界選手権に出場し、国

内大会との兼ね合いでフルメンバーによる戦いができませんでしたが１２位になっています。

この大会の女子の身長についていえば、日本の平均１７５ｃｍに対しまして中国は１８５ｃｍ、

韓国は１８３ｃｍと日本より高かったわけですが、日本は身長差に打ち勝ちました。これらの

ことは将来における明るい話題でエンデバー計画が実を結んだものと思いますし、これからの

オリンピックへ向けてジュニアからの強化が益々重要になりました。

今回日本代表チームのアジア選手権において、女子が３位になったものの、男子については

これまでの最低の成績になってしまいました。男子についてはアメリカから招請したヘッドコ

ーチが５月に体調を悪くし、６月にドクターストップがかかってコーチを続けられなくなり、

７月に急遼倉石強化部長がヘッドコーチに着任しましたが、引き継ぎも十分でなく期待外れの

成績になってしまいました。外国からヘッドコーチを招請するについては、そのサポート体制

について検討-段階でいろいろな意見がありましたが、アシスタントコーチや総括担当といった

周りのスタッフとの緊密な連携が必要だということを強く感じました。

女子はアジア選手権で３位となり世界選手権への出場権を獲得しましたが、開催地インドに

おける過酷な環境に対応できない選手が続出し、下痢やおう吐に悩まされました。しかし他の

国の選手も条件は同じであり、海外のあまり良くない環境において、日本選手がもっとたくま

しく活躍できるように育て上げなければなりません。

総体的に男子は厳しい状況下ですが、ロンドンオリンピックの出場権獲得へ向け、挑戦を図

ることは勿論のこと、２０１４年の世界選手権の出場権獲得（アジアから３チーム）も重要な

ターゲットと考えております。

女子については、まず来年の世界選手権で上位に入ること、次にロンドンオリンピック、次
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の．世界選手権への出場権獲得等が目標になります。

そのためには､選手個々の個の技術強化が必須条件で､心技体のバランスがとれた選手強化、

それから情報収集分析、トレーナー、医科学、審判、国際部等との連携強化、バックアップ体

制の整備が必要だと思います。

以上これからの強化については多くの課題がありますが、総力を挙げて取り組む所存ですの

で、皆さんのご支援ご協力を是非お願いいたします。

秋季交流会の模様

講演会に続いて開催された交流会は、かつてオリンピックや世界選手権に出場した選手の皆

さんをはじめ、遠くは秋田から加藤麿志氏らも参加、和やかな雰囲気でバスケット談義に花を

咲かせた。
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｢プレーヤーの技術や意

私たちモルテン９ブランドは、この信念をもとに

世界に類のないボールと

スポーツエキップメント･メーカーとして

つねに完肇な製品づくりを目指しています。
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どんな道も、
自分の道に変えられる。
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